
国際舞台での日本のイニシアチブ

74の加盟国と34の国際機関

初の日本人議長

2012～2014年
JAXA  堀川 康

ＩＳＳ計画

11

宇宙空間平和利用委員会

初のアジア人
ＩＳＳ船長

総理官邸での交信

国連 ＣＯＰＵＯＳ

（青塗りが第１回ISEFへの参加国・地域）

第１回 ＩＳＥＦ （2014年＠米国）

探査/ＩＳＥＦ

第２回は日本開催

（2016 or 2017年）

35カ国・機関から
閣僚など参加

2014年

95カ国・89機関で構成
される政府間会合

2003年～

地球観測/ＧＥＯ

補足5-2



生活

科学・発見 外交

産業

誇り・希望
育成・教育

未踏領域
の開拓

12

安全・安心

技術力
基盤

６．まとめ

宇宙開発・利用の意義は多様。

国・企業の技術力・基盤の強化・維持を持続させる。

宇宙関係者だけで閉じない。国内外で協働する。出て行く。


